
学校教育目標 ：生きる力を身に付け、自立しようとする新山健児の育成 ～おもいやる子･かんがえる子･きたえる子～

由利本荘市立新山小学校 学校だより 令和４年度 第１０号

令和４年６月１７日

発行 校長

今年度の重点目標（学習・生徒指導）について
今年度の学習面と生徒指導面の重点目標を以下のように設定しました。目標達成のため、職

員一同、心を一つにしてがんばっていきたいと思います。ご家庭でのご協力もよろしくお願い
します。

【学習】重点目標 学習意欲を高め、基礎的・基本的な力を身に付ける授業づくり

・ 県学習状況調査（R3.12月）では、
点数の面でも、意欲の面でも学年差
が大きい。

「勉強が好き」と回答
「当てはまる」「どちらかといえば
当てはまる」の数値 ( )内は県数値

４年 83.8% (80.2%）
現 状 ５年 71.8%（74.8%）

６年 75.9%（73.2%）

・ 総合学力調査結果（R3.12月）

学 年 １年 ２年 ３年 ４年
教 科 国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数
平均点 83.4 94.7 88.6 85.7 74.6 72.1 72.6 78.4
全国比 104 105 110 109 104 101 104 103

具体的な ○ 「勉強が好き」と肯定的に回答する子どもを８０％以上にする。 Ｐ
目標 ○ 県学習状況調査の各教科の結果で、県比９７％以上を目指す。

○ 総合学力調査の結果を全国比１００％以上を目指す。

１ 学習意欲を高める授業づくり
・ 子どもが問いを見付け、協働的な学びによって解決したり、自分

目標達成 の学びを調整したりする場を設定する。
のための ・ 子どもの学びの状況を確かに見取り、教科等の見方・考え方を働
方策 かせた学習を展開する。

・ 生活科・総合的な学習を中心にして、資質・能力のつながりを見
通し、カリキュラム・マネジメントの充実を図る。

２ 学習アンケートを活用した単元構想や授業改善への取組
・ 子どもの意識の変容や学びに対する思いを生かす。

３ 共通実践を確実に行う。
・ 学習の約束、ノートの使い方を、全校で統一して行う。
・ 研修会議等での共通理解したことを、学年部研究に取り入れ、子
どもたちに還元する。
・ ＩＣＴを有効活用するための研修を行い、「個別最適な学び」と
「協働的な学び」の充実を図る。

・ 算数デーや国語デー等で、基礎的な計算力や語彙力を付ける。

校 報 松 風

Ｒ３県学習状況調査
教科 本校 県 全県比
国語 77.7 73.5 106
算数 70.1 69.1 101
理科 81.9 82 100
国語 65.4 66.9 98
算数 62.8 67.5 93
理科 80.4 78.1 103
社会 63.1 68.1 93
国語 82.8 79.7 104
算数 76.7 69.1 111
理科 89.7 79.7 113
社会 77.1 71.5 108

4年生

5年生

6年生



【生徒指導】重点目標 生活を整え、自分からあいさつのできる子どもの育成

・ あいさつに関するアンケートの肯定的回答 Ｐ
（保護者 R4.1月、子ども・教員 R4.5月）

現 状 子ども82.5% 保護者81.9% 教員24.2%
・ 県学習状況調査（R3.12）質問紙
「学校のきまりを守っている」の肯定的回答（R3.12月）（ ）内は県数値
４年 85.4（90.2） ５年 90.1（92.1） ６年 86.9（93.3）

・ 名札着用調べ57%（R4.4)

具体的な ○ 「あいさつ」肯定的回答
目標 子ども・保護者（８５％以上）、教員（７０％以上）

○ 「学校のきまりを守っている」（肯定的回答９０％以上）
○ 名札の着用率（９０％以上）

１ 目指すあいさつの仕方を共有し、実践する。
・ あいさつの意義やそのよさを理解できるように、学級活動や集会活
動であいさつを話題に挙げ、意識を高める。

目標達成 ・ 目指すあいさつを「自分から進んで」「相手の目を見て」「お辞儀
のための をして」の３つに絞り、共通実践することを子どもも教員も確認する。
方策 ・ 児童会や本荘北中学校とのあいさつ運動を定期的に行う。

・ 交通安全運動や民生児童委員挨拶運動の期間中は、あいさつに対す
る子どもの意識を高めるような声掛けを行う。
・ 教員から積極的にあいさつを行う。
２ 規範意識を育てる指導を共通実践する。
・ ルールを守る理由を理解できるように説明し、誤った行動をしたと
きは即座に指導する。
・ 児童会から呼び掛けを行う。
・ 道徳科の充実を図り、多様な考え方を学び合えるようにする。
３ 保護者や地域への啓蒙を図る。
・ 学級通信や校報等で子どもの育ちを家庭や地域に伝えていく。

地震想定避難訓練を実施～合い言葉は「お・は・し・も」～
６月１３日（月）の２校時、震度５強の地震が発生したことを想定して、避難訓練を行い

ました。子どもたちは机の下にもぐって地震が収まるのを待ってから「おはしも（おさない、
はしらない・はなれない、しゃべらない、もどらない）」を意識して、グラウンドに避難しま
した。地震が発生した際には、今回の訓練を生かして、自分の身を守ってほしいと思います。
先日、「大地震が発生した場合の対応」を各家庭に配付しましたので、見えるところに掲示

し、大きな地震が発生した際の参考にしてください。また、災害時の各家庭の避難場所を家
庭環境調査票に記入していただいておりますが、子どもたちに聞いたら、半分くらいの子ど
もは分かっていませんでした。災害時は、どこの避難場所で家族が落ち合うか、各家庭で確
認しておいてください（例 新山小学校、本荘北中学校、ナイスアリーナ、石脇体育館など）。

児童のがんばり～おめでとうございます～
○第４２回全日本バレーボール小学生大会
本荘由利地区大会 R4.5.28～29
優勝 新山バレーボールスポーツ少年団
予選リーグ 代表決定トーナメント
○新山 2-0 岩城● ○新山 2-1 鶴舞●
○新山 2-0 金浦● ○新山 2-1 岩城●
○新山 2-0 VC ﾌｪﾆｯｸｽ ○新山 2-0 金浦●

※ 見事全勝優勝で6/25（土）、26（日）能代市で行われる県大会の出場権を獲得しました｡ぜひ､がんばってください｡


